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ァ
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に
於
け
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ニ
S

力

、Friedridi List

め
名
は
永
ぐ
米
國
政
治
經
濟
史
の
'一
隅
に
ま
る
ベ
ぐ
、
彼
が

.不
遇
の|

生
を
通
じ
て

：®ぐ 

を
の
所
信
を
實
現
し
、
そ
の
成
母
の
顧
然
し
て
酬
ゐ
、ら
る
、
を
見
た
る
最
も
華
や
か
な
を
：時

4̂

は

ま

こ

の

： 

合
：衆
國
在
住
中
に
外
な
、ら
，な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
 

. 

来
國
票U
於
け
る
：List

關
し
ヤ
更

，
じ

道
大
な
ろ
I

は
彼
I

濟
思
想
の
I

じ
闕
す
る
f

あ
る
。
本
揉

2

傳

S
V編

故

は
‘List 

e

.

iは

彼
I

境

,
^
離

れ

ズ

は

そ

の

i

l

ふ
と 

:W

能
は
さ
る
が
お
で
あ
る
。
從
つ
ズ
彼
め
顧
濟
壤
i
の
詳
細
は
總
ズ
>
繁
機
會
に
譲
つ
て
瓶
U
は
傑
く
霊
し
な
か
つ
わ
r
 

.

レy

本
稀
起
草i

つ
て
I

し
たt

s
t

傅
の
，
I

な

る

も

左

：
^

擧
げ
5

く
。
そ
s

f

相
5

て
本
ま
得
，
；
^

さ
も
る
が
神
殊
の 

s
g

除
い
て
は
本
文
ホ
の

S

W

き

略

し

な

以

上

說

者

の

説

恕

ふ

。

1
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1026.

黑
正
：
嚴

著

農

業

共

產

：.

制

史

論

人
類
が
原
始
的
群
生
活
か
ら
喪
業
ま
セ
は
漁
業
の
生
產
方
法
を
修
得
し
て
、
一
定
地
に
居
す
る
に
；
ウ
て
い
ら
、
 

|會
生
活
ビ
し
て
の

^
:徵
が

大

^
:
^
,
る

に

至

づ

た

• J ./J

は
、
異
論
の
な
い

こ

ろ

で
あ
る
。
勿
論
人
觸

®

ょ

* 

 ̂

十
萬
ギ
の
古
昔
に
人
類
の
社
會
的
生
活
の
痕
跡
の
存
在
す
る
を

.敎へ
る
の
で
あ
る
が
、，
こ
れ
ら
の
現
象
ご
し
て 

人
類

§
對
象
で
あ
っ
て
：、
社
會
史
、
經
濟
史
の

f
對
象

5
、

未

だ

な

っ

て

ゐ

な

い

。

社

會

史

、
'
經

S
の

W 

§

九
對
象
は
、
人
類
か
國
家
，な
稱
す
る
統
治
機
關
を
劍
造
：ず
る
直
前
の
社
會
以
後
の
暴
生
话
で
あ
る
。

こ
の
國
家
形
成
直
前
め
社
會
生
括
の
形
態
は
如
何
な
.

o
O

や
の
問
題
は
國
家
ま
た
は
社
會
を
菜
り
t
象
I

る 

社
，會
哲
學
者
の
典
味
を
®

いV

ゐ
た
。：
近
世
英
國
の
政
治
哲
學
者
ト
ォ
マ

ス

，
。

^

ッ

プ
ス
は
こ
の
；g

f
'

サ

，
i
 

人
に
對
す
る
蔣
人
の
鬪
爭
の
社
f

し
、

こ
の
社
會
的
鬪
爭
I

去
.す
る
手
段
£

て
人
類
は
契
約
に
ょ
る
國
家
ー 

形

成

し

た

盖

張

し

た

原

始

社

會

にS

す
る
知
識
の
不
足
.し
て
ゐ
た
時
代
の
想
像)

し
し
て
、
，ま
た
a
會契

*!?

説
の 

思
辯
的
根
據
£

て
は
：便
宜
t

の
で
あ
っ
.た
。
而
し
て
ま
た
古
代
か
：ら
の
共
産
主
義
者
は
、

f

 

|
;
會

の
;

旧

へ
の
復
歸
を
主
張
す
る
者
が

.多い
が
、. ，〕

れ
ら
の
思
想
家

S
す
るVJ

こ

5

S
た
る
事
賞
こ
，そ
の

*作
儿
を

f‘、 

た
も
の
で
は
な
か
つ
た
リ 

• 

: 

. 

3
 ̂

f
0

「

農
耕
を
そ
の
社
會
の
主
要
な
る
經
濟
形
態
ご
す
る
時
代
に
知
い
て
、然
か
も
そ
の
社
會
め
最
も
有
力
且
っ

必 

る
，生
邀
手
段
で
t

、
勞
働
手
段
で
あ
る
f

 
土
地
が
、r

取
人
又
は
：

r

家
族
の
、f

的
専
箱
に
.藤
す
る
.
5
;
ぐ̂
、 

常
該
社
會
の
構
成
員
は
只
堪
に
，
一一：定
の
期
間
、

r

梵
の
土
地
の
班
給
を
变
H
 
§
,
使
用
收
益
し
て
經
濟
を
營
む
所 

.

1

5
 

2

1

:
 

.

1

介

. 

饼
！
號 

i

S



s

十
s
 

( utl

六
V
:
:新
.̂
紹
介

か一

號

i
I

I:

の

社

會

組

織

か

即

ち

農

業

共

産

制

で

あ

る

。

人

或

ぱ

こ

の

社

會

組

織

を

名

け

て

村

落

共

泰

制

又

は

土

地

共

有

别

ご
^

^
 

:
y
:

 

メ
，
j
 

(

本

書

第
j

 

M

)

o

、
近

代

社

會

史

家

ま

た

は

經

濟

史

家

は

、

こ

の

原

始

共

廣

制

に

つ

い

て

多

大

：の

厥

账

を

有

し

て
 

M

ゐ

る

力

‘

こ

の

興

除

を

起

す

る

に

與

ウ

て

最

も

カ

あ

ウ

た

も

の

は

、
ッ

ユ

、ザ

K
、

タ

シ

ト

ス

の

古

代

獨

乙

民

族

に

劇
 

す

る

能

述

の

意

義

如

何

で

，あ

つ

た

。

こ

の

古

代

獨

乙

民

族

の

社

會

制

度

に
W

す

る

文

献

的

研

究
.

y
j

共

に

、

現

時

の

せ
 

:

會

に

殘

存

す

る

古

代

共

産

：制

の

遺

物

に

刷

す

る

研

究

が

第

十

九

世

紀

の

中

葉

か

ら
®

ん

に

起

つ

た

。

、ノ

ン

セ

ン

、

マ 

ク

ラ

ァ

、
マ

イ

ッ

ェ

ン

の

獨

乙

マ

ダ

ク

®

體

及

び

そ

の

遺

物

に

關

す

ろ
W

梵

、
バ

ックスタクセンのシャミ

I

レ 

制

度

に

刷

す

る
W

览

、

印

度

そ

の

他

の

諸

民

族

に

ふ

け

る

村

落

共

産

制

に
■

す
る
ヘ
ン
ク
イ
，メ
イ
ン

,

エ
ミ
イ

ダ
•
 

,

J

ク

フ

へ

レ

イ

の
？：

九

は

こ

の

郁

の

.研

究

に

一

大

貫

敝

を

な

し

だ

も

の

で

、
原

始

的

社

會

に

お

け

る

共

產

制

の

普

遍

的
 

::

存

在

を

ま

證

し

た

が

如

ぐ
.

で

あ

る

。

而

し

て

、

多

ぐ

の

，
社

會

主

義

者

は

感

激

を

以

て

、

こ

の

共

產

制

の

普

遍

的

存

ぢ
 

を
f

w

し

た
.

然

し

"

近

世

社

會

の

典

産

制

遺

物

ビ

稱

す

る

も

の

存

在

を

以

て

，

古

代

社

會

に

お

，
け

る

共

產

ポ

存

狂
 

I

類

徘

せ

ん

ど

す

る

こ

ご

ぱ

誤
&

で

あ

る

ご

の

主

張

が
.

現

は

れ

た

。

ミ
I

ル

に

■

す

る

コ

イ

ス

ラ

ァ

の

獨

乙
 

に

P

す
る
ラ
ン
プ
レ
ヒ
ト
、
ジ
ヒ
ヤ
ル
ご
ヒ
ル

5

ラ
ン
ト

.

グ
オ
タ
ヒ
‘•
ブ
オ
ン
ニ
口
ク
の
說
が
こ
れ
で
も 

る
.

：
力
く
て
古
代

"

^

、産

®

に

圓

す

る

鶴

論

は

賛

否

は

相

半

ば

し

て

ゐ

る

の

で

あ

る

。
：(

第

一

章

)

而

し

て

、

本

書

の

著
 

案

を

「

ク
.

ミ
の
仏
が
始
原
的
の
も

0
;

で
あ
る
か

/

^

或

は

後

天

：

§

の

も

の

で

あ

る

か

を

研

究

す

る

事

で

は

な

r
o 

，ロ
ノ，
^

落

の

社

會

度

か
☆

何

な

る

厲

撒

の

下

に

發

生

し
®

如

何

な

る

過

程

を

迎

ウ

て

發

展

し
.

た

か

、

而

て

最

後

に
、

. 

き

ね

S

に

リ

っ

ま

？

ざ

る

を

得

な
S

た

か
"

即

ち
！

定

の

社

會

組

織

の

有

機

的

生
S

S

 

^

 

ビ

す
I

 

s

ふ

問

題

を

考

察

す

る

の

一

助
£

て

農

黎
I

制

の
W

究

を

試

み

や

ぅ

ビ
f

の 

で

め

る
.

レ

(

紹

論

〕

而

し

て

著

者

の

研

究
»

¥

な

ろ

も

の

，は

、

「

獨

乙

の

マ

ル

クS

體

」
(

三

三
I

八

三
H

ノ

シ
 

.

ャ

の

、、
、
f

A

i

B

」
(

八
，
©

I

J

五

g
I
0

「

支
®

上

古

特

に

周

代

に

於

け

る

土

地

制

度

」
(
！

五

五
I

ニ

2

§

田
收
授
ホ
‘ざ
そ
の
以
前
の
f
f
l會
組
維」

(

ニ
0
七
I
I1

六
，

一

ニ)

ッ
ァ
ド
ダ
ダ
そ
の
他
に
刷
す
る
雜
豫0

1

六
四
1.111 

0

 
ニ)

で
あ
る
。

著

者

は

、

，デ

シ

ャ

の

ミ
I

V
並
に
夹
那
上
古
周
代
に
お
け
る
共
産
制
を
以
て
、
政
治
上
め
必
要
即
ち
、
財
政
上
の 

必
要
に
よ
つ
て
、
政
府
に
よ
つ
て
形
成
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
H
本
の
成
族
制
度
並
'に
獨
乙
め
マ
ル
ク
共
産
體
を
以
て
、

族

よ

☆
地
緣

f
f
l
體
に
至
る
，場
合
に
發
生
せ
，し
も
の
ご
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
著
者
は
血
族

M體
に
お
け
る
共
龍 

制
に
り
い
て
，は
何
等
の
赚
問
の
除
地
な
し
マ

J

す
る
が
如
ぐ
で
あ
る
。
著
者
は
、
周
代
の

i地
制
度
ミ
獨
乙
の
マ
ダ
ク 

制

'
:を比
較
し
て
、
次
の
如
ズ
い
つ
；て
ゐ
る
の

t
r

這
般
の
消
息
を
確
的
に
語
る
も
の
で
あ
る
ひ
日
ぐ

「

周
代
の
諸 

制
度
、

#
に
を
の
土
地
侧
度
を1

貫
す
る
も
の
は
、
腐
民
を
し
て

V平
等
に
土
地
を
利
用
せ
し
め
、
又
凡
て
の
點
に 

-

お

い

て

機

會

の

®
等

を

計

：、
ら
か

I

ヒ
し
た
も
の
で
る
。
之
れ
全
ぐ
王
道
想
想
の
現
は
れ
に
外
な
ら
ぬ
。
そ
の
外
形
は 

か
の
獨
乙
の
マ
ル
ク
共
同
體V

符
節
を
合
す
る
が
如
き
觀
が
あ
る
。
併
し
，

}
^
ら
、
そ
の
成
立
の

‘過
程
、
又

⑩
本
辩 

，
神

に

：
至

つ

て

は
> 
そ
の
問
大
な
る
‘差
異
の
箱
す
る
を
見
る
。
即
ち
獨
乙
の
マ
ル
ク
圓g

,

は
血
緣
關
體
よ
り
地
夢
湖
®

に
^
称̂
せ
し
過
渡
の
隙
段
に
屬
し
、
そ
の
平
等
は
人
民
*！m
.ら
の
確
立
せ
し
所
で
あ
つ
た
。
.

.

.
然
る
に
支
爪
に
お

い
て
は
"
天
の
命
を
承
ぐ
所
の
天
が
先
づ
國
家
を
統一

し
"
i

の
體
制
を
成
し
て
然
る
後
、
天
子
の
使
命
ご
し
て

人

民

の

弗

等

を

規

定

せ

る

も

：の

で

あ

る

一

，
：

：
併

し

乍

、ら
、

こ
の

.寓
民
平
等
，/し
い
へ
る
王
道
取
想
は

.

.
よ

萬

民

に

等

し

く

壬

道

を

傅

ふ
；；

^
き
も
の
：で
あ
る
ど
の
、
國
家
的
、
更
も
に
は
：字
街
的
な
る
觀
念
か
ら
来
た
の
：で
あ
る
。

.• 

• 

•

: 

Xそ
の
0
地
の
分
®

が
常
‘に
.貢
献
ビ
密
接
の
圓
係
を
有
す
る
よ
み
見
る
も
マ
.之
が
堪
に
人
民
榻
互
の
顯
立
0 

I沿
の
組
織
に
あ
ら
す
し
て
>::天

>
^
、

I國

家

い
 <

 
る
上
位
の
*
力
者
の
天
下
ね的

.
#

成
よ
-
成̂
る
も
の
に
し
て
^
2然 

的
發
生
に
®
ぐ
も
の
で
も
な
ぐ>

1
^

始
原
性
を
も
有
せ
す
、
後
天
的
觀
念
的
の
も
のW

い
ふ
べ
き
で
あ
る
◊し(

！

九 

七

丄

1

0

0

H

) 

e
い
ふ
に
徵
す
る
も
明
か
で
あ
る
が
、
著
者
は
ま
た
周
代
の
土
地
制
度
の
自
然
性
を
全
然
否
足
し

S
二
十一

傘

2

三
，®

,
新
刊
，紹
介

節一:

號

七



激
二
十
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n

 

H八〕

新
刊
紐
介

银！

號

曙

1

三
八

ハと
!！ふ
H
fる(

一
5
三

5
日
本
の
班S
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